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第１節　概　況第１節　概　況第１節　概　況第１節　概　況
四日市市は、三重県の東北部に位置し、古くから”四日の市”に代表される商業の町として、ある

いは、東海道の宿場町として繁栄し、陸海交通の要衝であった。

明治になって、植物油、萬古焼、生糸、紡績などの諸産業が盛んとなり、先覚者の偉業によって港

の修築も行われ、国内貿易はもとより、いち早く海外への門戸が開かれた。

とくに昭和３０年代には、特定重要港湾「四日市港」を基軸として我が国有数の石油コンビナート

が形成され、国民経済を支える産業都市として重要な役割を果してきた。

このような四日市の歩みを礎とし、将来に向かっても三重県最大の都市としてそれにふさわしい発展

をめざしながら、人間尊重を基礎理念として高福祉都市の実現を期し、市民相互の信頼と連帯意識に

基づく地域社会を築くため「魅力と活力に満ちた産業と文化のまち」をめざしてまい進している。

表１．市の概況

位 　 置東経:136°38'    北緯：34°57' 四日市市役所庁舎
面 　 積197．37k㎡ 平成12年10月1日現在
広 ぼ う東西最長23.76㎞    南北最長18.20㎞ 　
人 　 口293,781人 平成12年10月1日現在
世 帯 数106,997世帯 平成12年10月1日現在
主要産業石油化学・窯業・繊維 　
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第２節　産　業第２節　産　業第２節　産　業第２節　産　業
１．概　況１．概　況１．概　況１．概　況

表２．産業別就業人口

昭和 55年国勢調査昭和 60年国勢調査平成２年国勢調査平成７年国勢調査
区        分 総数 構成比 総数 構成比 総数 構成比 総数 構成比

人 % 人 % 人 % 人 %
人        口 255,442 ー 263,001 ー 274,180 ー 285,779 ー
15才以上人口 91,938 75.1 204,251 77.7 222,803 8.3 237,683 28.3
就 業 者 総 数 120,443 ー 127,874 ー 140,804 ー 151,205 ー
第 １ 次 産 業 6,075 5 4,760 3.7 3,713 2.6 3,650 2.4
第 ２ 次 産 業 51,588 42.8 54,146 42.4 60,519 43.1 61,161 5
第 ３ 次 産 業 62,712 52.1 68,719 53.7 76,191 54.1 85,759 56.7
そ の 他 68 0.1 249 0.2 381 0.3 635 0.4

グラフ１．産業別就業人口の推移

事業所数

1 15,366
�卸小売飲食店　43.8%　　�サービス業　23.9%
�製造業　12.5%　　�建設業　10.7%
�その他9.1%

平成８年10月1日現在

従業者数

164,473人
�製造業　26.6%　　�卸小売飲食店　27.2%
�サービス業　20.8%　　�建設業　10.4%
�その他15.0%

平成8年10月1日現在

工  業
工場数：1,686　　従業者数：:34,826人
�製造品出荷額　:1兆7,527億円
(�従業者3人以下の事業所を含まない)

平成11年12月31日現在

商  業
商店数：4,294  従業者数：:28,237人
年間商品販売額：10,64億円

平成9年6月1日現在

２．産業別就業人口２．産業別就業人口２．産業別就業人口２．産業別就業人口



3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和55年

昭和60年

平成２年

平成７年

第１次産業

第２次産業

第３次産業

その他

３．工業の推移３．工業の推移３．工業の推移３．工業の推移

表３．工業の推移

昭和５５年 昭和６０年 平成2年 平成７年 平成11年
区　　　　　分

総数 構成比 総数 構成比 総数 構成比 総数 構成比 総数 構成比

% % % % %

工　　場　　数 1,945 ― 1,994 ― 1,963 ― 1,791 ― 1,686 ―

人 人 人 人

従　業　者　数 39,957 ― 39,370 ― 41,919 ― 40,493 ―

人34,826

―

億円 億円 億円 億円 億円

製造品出荷額 16,732 100 18,425 100 18,780 100 17,234 100 17,527 100
食料品 968 5.8 1,020 5.6 1,101 5.9 1,393 8.1 1,090 6.2
繊維 643 3.8 578 3.1 412 2.2 331 1.9 199 1.1
石油化学 12,525 74.8 12,947 70.3 11,978 63.8 9,562 55.5 9,033 51.6

窯業・土石 462 2,8 465 2.5 455 2.4 484 2.8 461 2.6

鉄鋼・金属 362 2.2 374 2 678 3.6 543 3.2 460 2.6

機械・機械器具 1,256 7.5 2,226 12.1 3,621 19.3 4,605 26.7 6,045 34.5
その他 516 3.! 815 4.4 535 2.8 316 1.8 239 1.4

グラフ２．工場数の推移　　　　　　　　　　　　　　グラフ１．工場従業者数の推移
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　　　総　　計

　17,527億円
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